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以前のような活動を
地域の方々と一緒に
自分のためにも他人
のためにもなる活動
をし、次の世代にも
繋げていきたいです
。

【三重県】

インターアクト部

高校生ボランティア・アワード2022

三重県立亀山高等学校

～人と人との繋がりを大切に～

亀山高校・活動の柱
①地域に密着した活動
②三重県高等学校文化連盟の活動
③国際理解を深める活動

新しい事に挑戦する
チャンス！！

・発展途上国への文房具や日用品などの支援活動
・フェアトレード商品の校内販売
・地域活性化のために地元関宿でクイズラリーを企画

・地域の輝きを保つために亀山公園清掃活動
・書きそんじハガキ回収（ユネスコ世界寺子屋運動）
・車椅子寄付のためにプルタブ回収
・あしなが学生募金活動

・フェアトレードの理解を深めるため、講演会に参加 etc…

どうしたら活動を
継続できる？？

例年通りの活動が
できない

『自分たちに
できることは何か』

この1年、これら３つの活動に力を入れてきた。

今後は３つの活動の中で特に関宿クイズラリー
に力を入れていきたい。活動することで成果を感
じることもあったが、課題も見えてきた。

現在、2回目の関宿クイズラリーも予定しており
定期的なクイズラリーの開催や三重県内の観光サ
イトや地元情報誌、ラジオで宣伝させてもらい、
知名度を上げ、観光客を増やしていきたい。

また、継続するためには資金が必要になるため、
オリジナルクリアファイルの販売も考えている。

関宿クイズラリーで学んだこれらのことを、これ
からの活動に生かし、

『地域に愛されるインターアクト部』
になるよう、人と人のつながりを大切にしてい
きたい。

今後の展望

活動の目的
・SDＧｓ「貧困をなくそう」「再利用」に貢献
・自分にとって不要品だと思うものが、人の役に立つ
ことを知ってもらう。

①活動の流れ

⚫ 回収するものを決める
↓

⚫ 文化祭でアピール
↓

⚫ 回収、寄付

不要品で世界中を笑顔に ～文房具の寄付～

チラシ
作成

発展途上国の暮ら
しの様子を展示

・現地の人が必要としている物は？

・高校生が寄付しやすい物は？
→衣服、文房具、靴、調理器具…

→鉛筆、ノート、タオル…

回収箱は、文化祭後も
１ヶ月間設置した

②成果

③課題

送料があれば、靴や鞄も寄付できる
→活動をもっと多くの人に知ってもらう。
募金活動で送料のカンパを集める。

教室掲示用のお礼のチラシ

・送るのに送料がかかる
→かさばらないもの 鉛筆、消しゴムなど

文房具とタオルに
決定

地元関宿を盛り上げ隊！！ ～関宿クイズラリー～

kameyama_sekijuku ･･･

#４/２９(祝),３０(土),５/１(日) １０：００～１６：００
#スマホでクイズラリー #景品GET！
#何問正解できるかな #三密避けて
#関宿 #関宿好きと繋がりたい #三重県
#亀山高校 #インターアクト部 #赤い法被

「 関宿」 東海道47番目の宿場町

●交通アクセス
お車：亀山ＩＣから国道１号線を滋賀・京都市面へ５分 関宿観光駐車場有
電車：JR関駅から徒歩５分
●問い合わせ 三重県立亀山高等学校 インターアクト部（塚原，前田）

☎０５９５－８３－４５６０
●協賛 亀山ロータリークラブ ●協力 亀山市,亀山市観光協会

関宿の風情ある街並みの中でゆったりと
クイズラリーを楽しんでみてはいかがでしょうか？

いいね！：１,５８３件

関宿クイズラリーが
できるまでの様子は
インターアクト部の
インスタを見てね。

ＱＲコードは
当日公開！

活動の目的
・観光客を増やす
・観光客の人に魅力を知ってもらう
・地元の人に魅力を再発見してもらう

楽しいイベントを開催したい 実際に関宿に行って
関宿の魅力溢れる
問題ができた！

・ 参加者の人に「面白かった」「楽しかった」と言ってもらった
・「勉強になった」と言ってくれる人がいた

→参加者の人には関宿の魅力を伝えることができた

②成果

①活動の流れ
③課題

⚫関宿の魅力を知る
↓

⚫クイズを考える
↓

⚫景品のクリアファイル作成
↓

⚫クイズラリーの宣伝
↓

⚫クイズラリーを開催

・関宿の魅力に触れた問題が作れた

・定期的にクイズラリーを行う
→関宿の知名度を上げ、観光客を増やす

・関宿の土産物の開発（クリアファイルの販売）
→観光客の形に残る思い出にしてもらう
→今後の活動資金に生かす

・クイズラリー以外にも観光客を増やす方法を考える
→高校生が関宿を案内する関宿ツアーを企画
→高校生目線で関宿の見どころを載せた観光マップを作成

目標人数1日200人に届かなかった

原因１ 1日目と3日目に雨が降って人が少なかった
原因２ 宣伝が足りなかった

・『三重の文化を愛する会』さんに11月のイベントに
参加しないかと声をかけてもらった

④改善

11月のクイズラリーに向けて→宣伝の強化
・三重県内の観光サイトや地元情報誌で宣伝
・地元ラジオ局に取材に来てもらう

ポスター作成 インスタ開始

桶屋の瓦に
器の文字が!!

⑤今後

・1年生がフェアトレードの知識を身につける
・全校生徒にフェアトレードについて知ってもらう
・SDGs「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」「働きがいも経済成長も」に貢献

発展途上国の生産者をサポート

活動の目的

～フェアトレード商品の販売～

①活動の流れ

●１年生がフェアトレードを学ぶ
↓

●１年生がポスターを作成
↓

●３年生が商品を手配
↓

●校内販売

②成果

・１年生が目を引くポスターを作成した
・購入してくれた人が「おいしかった」
「また買いたい」と言ってくれた
→フェアトレードに興味を持ってもらえた

もっと多くの人たちにフェアトレードを知
ってもらうことがSDGsの目標達成に必ず
繋がるので、今後も活動を続けていく


